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『幽
玄
』
の
発
刊
に
あ
た
っ
て

畿
遊
秘
鐵
曹
塁
議
を　
横
浜
能
楽
連
盟
会
長

一能
』
は
世
阿
続
以
来
、
様
々
な

日
本
人
の
情
念
や
心
を
、
そ
し
て
ド

ラ
マ
や
誦
り
を
幽
玄
の
美
し
さ
に
昇

華
し
て
、
今
日
ま
で
演
じ
続
け
ら
れ

て
来
た
と
い
う
、
ま
さ
に
私
た
ち
に

と

っ
て
、
魂
の
ふ
る
さ
と
と
も
い
う

べ
き
存
在
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

科
学
技
術
文
明

の
恐

ろ
し

い
ス

ピ
ー
ド
に
よ
る
進
展
や
め
ま
ぐ
る
し

く
か
わ
る
政
治
や
経
済
の
流
れ
の
中

に
あ

っ
て
、
人
間
が
大
き
く
ゆ
が
め

ら
れ
変
化
し
て
も

一
向
に
不
思
議
で

は
な
い
の
に
、
「能
」
は
、

い
さ

ゝ
か

も
動
ぜ
ず
、
日
本
人
の
原
点
に
創
造

さ
れ
た

「美
」
を
そ
の
ま
ま
保
持
し
、

今
日
で
も
、
り

っ
ぱ
に
鑑
賞
に
耐
え

る
、
深
遠
な
舞
台
芸
術
と
し
て
の
魅

力
を
発
散
し
て
い
ま
す
。

「能
」
を
現
代
社
会
の
中
で
、
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
に
し
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
気
持
ち
で
、
私
た
ち
能

。
謡
曲

の
愛
好
者
た
ち
は
、
第
二
次
大
戦
後
、

い
ち
は
や
く
五
流
あ
い
つ
ど
い
能
楽

連
閣
を
結
成
し
、
「横
浜
能

一を
実
施

し
、
素
人
衆
の
桧
舞
台
と
し
て
の
「五

流
合
同
謡
曲
大
会
」
を
主
催
し
て
来

た
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
さ
ら
に
、
ほ
ん
も
の
の
「能
」

を
よ
り
多
く
の
市
民
の
方
々
に
、
正

し
く
鑑
賞
し
て
頂
く
た
め
に
、
本
格

的
な
「能
楽
堂
」
を
横
浜
に
建
設
す
る

こ
と
を
永
年

に
わ
た

っ
て
健
進
し

（三
年
前

に
宮
越
記
念
久
良
岐
能
舞

台
が
横
浜
市
に
よ

っ
て
練
習
舞
台
と

し
て
開
設
さ
れ
て
い
る
が
）
、
よ
う
や

く
本
年
五
月
末
、
市
議
会
に
お
い
て
、

西
区
掃
部
山
公
国
内
に
「能
楽
堂
」
を

建
設
す
る
こ
と
が
決
定
し
、
平
成
六

年
ま
で
に
完
成
の
予
定
と
な
り
ま
し

た
。本
連
盟
の
四
十
年
に
及
ぶ
歴
史
に

お
い
て
、
い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
が
、

新
た
な
る
飛
躍
の
時
で
あ
り
、
も

っ

と
も
充
実
し
た
時
代
の
訪
れ
を
感
ず

る
と
共
に
、
こ
の
機
会
に
市
内
在
住

在
勤
の
各
流
愛
好
者
を
網
羅
し
、
一さ

ら
に
鑑
賞
を
好
む

一
般
市
民
の
方
々

も
含
め
て
、
「能
」
を
よ
り

一
層
広
く

深
く
理
解
し
て
頂
く
た
め
愛
好
者
の

縦
横
の
連
絡
情
報
の
中
心
と
し
て
、

こ
の
会
報

『幽
玄
」
を
発
刊

い
た
す

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

『幽
玄
』
の
制
刊
鐘
よ
彗
て

機

上

野

初

雄

　

纏
静
齢
教
育
委
』員
会

横
浜
能
楽
連
盟
会
報

「難
玄
」
の

発
行
を
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

一能
」
は
わ
が
国
が
世
界
に
誇
る
伝

統
的
総
合
舞
台
芸
術
で
あ
り
、
国
内

ば
か
り
か
海
外
に
も
多
く
の
愛
好
者

を
持
ち
、高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

横
浜
市
教
育
委
員
会
で
は
横
浜
能

楽
連
盟
と
の
共
催
に
よ
っ
て

「横
浜

能
」
を
昭
和
二
十
八
年
よ
り
毎
年
開

催
し
て
き
ま
し
た
。
「横
浜
能
」
は
毎

年
多
く
の
観
客
を
集
め
て
お
り
、
能

に
対
す
る
横
浜
市
民
の
関
心
の
高
さ

が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

「能
」
を
愛
す
る
市
民
の
皆
様
に

よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
横
浜
能
楽
連
盟

が
、
「横
浜
能
」
の
開
催
を
は
じ
め
「謡

曲
大
会
」
の
実
施
な
ど
流
派
を
越
え

・て
活
発
に
活
動
さ
れ
、
横
浜
の
文
化

形
成
に
大
き
く
ご
尽
力
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

さ
て
、
横
浜
市
で
は

「よ
こ
は
ま

２．
世
紀
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
ま
し
て
、

日
本
の
伝
統
的
な
芸
術
分
野
に
対
応

し
た
専
門
的
な
文
化
施
設
と
し
て
、

能
楽
堂
の
整
備
を
す
す
め
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。
整
備
に
あ
た
り
ま

し
て
も
引
き
続
き
皆
様
の
温
か
い
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。
会
報

「幽
玄
」
創
刊
に
よ

っ
て
各

流
派
の
交
流
が

一
層
深
め
ら
れ
、
横

浜
能
楽
連
盟
が
ま
す
ま
す
ご
発
展
す

る
こ
と
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。

横
浜
籠
禰
期
の
憲
輔
幽

鬱
堀
内
万
紗
子
　
覇
騨
議
舗
議
会

十
年

一
音
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
に
あ
て
は
め
て
見
ま
す

と
、
横
浜
能
は
早
や
四
昔
前
に
近

い

頃
に
始
ま

っ
た
の
で
、
今
音
の
思

い

一
入
で
、
こ
ゝ
ま
で
育
て
ヽ
こ
ら
れ

た
先
人
の
御
尽
力
も
偲
ば
れ
ま
す
。

主
人
が
古

い
番
組
を
保
存
し
て
お

り
ま
し
た
の
で
久
し
振
り
に
開
い
て

み
ま
し
た
。
私
は
梅
若
な
の
で
梅
若

関
係
の
だ
け
し
か
残

っ
て
居
り
ま
せ

ん
の
で
、
そ
れ
を
見
乍
ら
記
し
ま
す
。

第

一
回
横
浜
能
は
第
二
回
横
浜
市

民
文
化
祭
特
別
参
加
と
し
て
行
わ

れ
、
昭
和
二
十
八
年
十

一
月
二
十

一

日
か
ら
二
十
三
日
迄
三
日
間
で
し

た
。
観
世
、
宝
生
、
と
続

い
て
梅
若

は
三
日
日
で
、
梅
若
は
先
代
の
六
郎

先
生
、
そ
の
お
父
様
の
実
先
生
も
演

能
さ
れ
、
番
組
の
終
り
に
は
一下
駄
の

方
は
御
草
履
を
御
支
度
願

い
ま
す
」

と
書
か
れ
て
、
此
の
会
場
は
今
は
無

い
本
造
の
国
際
文
化
会
館
で
、
市
電

長
者
町
五
丁
目
下
車
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
当
時
は
戦
後
八
年
日
で
焼
跡

の
復
興
も
進
み
、
や

っ
と
古
典
文
化

を
味
わ
え
る
喜
び
を
感
じ
た
も
の
で

し
た
ｃ
此
の
席
で
私
は
、
は
か
ら
ず

も
女
学
校

二
年
先
輩

の
方
と
出
会

い
、
此
の
御
縁
で
私
の
仕
舞
人
生
も

楽
し
く
な

っ
た
と
思

っ
て
居

り
ま

す
。第
二
回
の
横
浜
能
は
神
奈
川
会
館

ホ
ー
ル
で
し
た
。
此
の
時
は
、
第

一

部
は
愛
好
者
の
仕
舞
、
第
二
部
は
職

分

の
先
生
方

の
能
や
仕
舞
が
行
わ

れ
、
此
の
第

一
部
に
若

い
私
も
長
い

袂
で
舞

っ
た

こ
と
を
思

い
出
し
ま

す
。
第
二
回
か
ら
県
立
音
楽
堂
に
場

所
を
移
し
、
以
後
二
十
五
回
ま
で
こ

ゝ
で
行
わ
れ
ま
し
た
ｃ

こ
の
間
、
第
六
回
の
事
で
し
た
。

台
風
で
豪
雨
に
な
り
、
此
の
思
い
出

議
を
今
回
再
び
恭
行
先
生
に
伺

っ
て

み
ま
し
た
。
初
番
の

「隅
田
川
」
に

は
装
東
が
ま
に
あ
わ
ず
、
し
か
も
笠

も
笹
も
な
い
袴
能
で
演
能
さ
れ
て
、

キ
リ
能
の

「狸
々
乱
」
の
時
に
は
装

東
も
間
に
合

っ
て
無
事
終
わ

っ
た
と

の
こ
と
で
し
た
。
此
の
為
、
「隅
国
川
」

は
更
に
陰
と
な
り

「猥
々
乱
」
は

一

新堀豊彦
(会 長 )

上野初雄
(教育長)

堀内万紗子

(梅箸会)
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層
陽
と
な

っ
て
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
の

良
さ
は
、
お
見
所
の
私
達
に
大
き
な

拍
手
を
も
た
ら
し
た
良

い
想

い
出
と

な

っ
て
居
り
ま
す
。

待
襲
久
し

横
浜
籠
楽
堂

鬱
中
島

行
雄
　
壽
轍
師
任
理
事

長

い
問
横
浜
市
民
並
び
に
愛
好
者

各
位
が
待
望
し
て
き
ま
し
た
横
浜
能

楽
堂
は
、
市
ご
当
局
に
よ
り
平
成
六

年
ま
で
に
掃
部
曲
公
国
内

に
建
設
さ

れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
誠
に
ご

同
慶
に
存
じ
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
、
昭
和
五
十
二
年
、

横
浜
能
楽
堂
建
設
促
進
委
員
会
が
結

成
さ
れ
能
楽
堂
建
設
運
動
が
組
織
的

に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
昭
和

五
十
四
年
、
購
加
賀
藩
主
前
田
家
由

縁
の

「染
井
能
舞
台
」
の
鏡
板
な
ど

貴
重
な
資
材
が
愛
好
者
よ
り
横
浜
市

へ
寄
贈
さ
れ
、　
一
段
と
そ
の
気
運
が

高
ま

っ
て
参
り
ま
し
た
。
更
に
翌
年

に
は
五
万
六
千
余
名
の
建
設
嘆
腰
の

署
名
が
集
め
ら
れ
、
市
長
並
び
に
議

会
筋

へ
要
望
書
と
共
に
提
出
さ
れ
本

格
的
運
動
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

ご
高
承
の
通
り

一能
』
は
六
百
年

以
上
の
歴
史
と
伝
統
を
有
す
る
我
国

の
代
表
的
古
典
芸
術
で
あ
り
、
最
近

全
国
各
地
で
い
ろ
い
ろ
な
機
会
に
演

能
さ
れ
、
又
野
外
で
の

「薪
能
」
も

盛
大
に
鰹
さ
れ
て
お
り
ま
す
。　
一
方

国
際
的
に
も

「能
」
は
一局
い
評
価
を

得
て
海
外
公
演
が
数
多
く
開
催
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
様
に
国

内
で
も
能
楽
に
対
す
る
関
心

が
日
増
し
に
一局
ま

っ
て
い
る

折
柄
、
昭
和
五
十
八
年
、
東

京
千
駄
ヶ
谷
に
国
立
能
楽
堂

が
建
設
さ
れ
、
以
来
福
岡
、

富
山
、
奈
良
、
彦
根
、
岡
崎
、

大
分
、
広
島

（建
設
中
）
と

各
地
に
立
派
な
能
楽
堂
が
次

々
と
誕
生
致
し
ま
し
た
。

当
地
に
於
き
ま
し
て
も
、

能
楽
堂
建
設
運
動
の
輸
は
次

第
に
拡
が
り
、
横
浜
能
楽
堂

建
設
促
進
委
員
会
は
、
昭
和

五
十
九
年
、
横
浜
商
工
会
議

所
の
ご
協
力
を
賜
わ
り
、
横

浜
能
楽
堂
建
設
促
進
会

（会

長
上
野
豊
会
議
所
会
頭
）
と

改
名
改
組
さ
れ
、
そ
の
会
員

数
は
法
人
個
人
合
わ
せ
て
面
数
十
名

に
及
び
、
強
力
な
運
動
母
体
が
確
立

さ
れ
建
設
運
動
は

一
段
と
活
発
化
さ

れ
ま
し
た
。

市
ご
当
局
も
漸
く
理
解
を
深
め
て

参
り
、
具
体
的
建
設
計
画
が
台
頭
し

て
き
ま
し
た
の
で
、
昭
和
六
十
二
年
、

促
進
会
は
「横
浜
能
楽
堂
建
設
基
金
」

勘
定
を
創
設
し
て
、
募
金
運
動
を
展

開
し
募
金
額

一
億
円
を
目
途
と
し

て
、
地
元
法
人
筋
愛
好
者
諸
団
体
を

始
め
、
県
市
民
の
皆
様
へ
ご
協
力
を

呼
び
か
け
る
こ
と
ゝ
な
り
ま
し
た
。

幸
い
関
係
各
位
の
多
大
の
ご
蓋
力
に

よ
り
、
八
月
末
現
在
、
応
募
者
数

一
、

三
四
三
名
と
予
想
を
大
幅
に
上
廻
る

大
勢
の
皆
様
の
ご
支
援
を
頂
き
、
募

金
額
は
六
千
四
百
万
円
を
越
え
ま
し

た
。
横
浜
市
に
於
き
ま
し
て
は
、
新

市
長
の
も
と
に
去
る
五
月
成
立
致
し

ま
し
た
本
年
度
補
正
予
算

の
中

に

「横
浜
能
楽
堂
建
設
基
本
設
計
等
」

三
千
七
百
万
円
を
計
上
し
、
名
実
共

に
建
設
に
向
け
て
第

一
歩
を
ふ
み
出

す
事
と
な
り
ま
し
た
。

横
浜
能
楽
堂
建
設
促
進
会
は
今
後

一
日
も
早
く
募
金
日
標
を
達
成
し
、

官
民

一
体
と
な

っ
て
「国
際
文
化
都

市
よ
こ
は
ま
，一に
相
応
し

い
格
調
高

い
能
楽
堂
を
建
て
、
三
百
二
十
万
市

民
の
豊
か
な
文
化
生
活
向
上
の

一
翼

を
担

い
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
わ
り

ま
し
た
大
勢
の
皆
様
方
の
ご
要
望
に

も
応
え
て
ゆ
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま

す
。
　
　
　
　
写
真
は
国
立
能
楽
堂

（横
浜
能
楽
堂
建
設
促
進
会
常
任
幹
事
）

達
圏
０
歩
み

⑬

圏
所
義

男
　
離
離
怖
務
理
事

故
新
堀
源
兵
衛
氏

（宝
生
流
）
の

後
を
受
け
て
故
圧
司
清
夫
氏

（観
世

流
梅
若
会
）
が
会
長
に
就
任
さ
れ
各

流
家
元
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き

な
が
ら
第

一
部
、
第
二
部
、
第
二
部

と
二
日
に
分
け
て
二
日
間
に
亘
り
開

催
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
第
二
十

四
国

（昭
和
五
十
九
年
度
）
に
は
諸

設
の
事
情
に
て
五
流
合
同

一
回
の
公

演
と
な

っ
た
。

そ
れ
迄
は
減
収
の
為
不
足
を
生
じ

た
時
な
ど
は
連
盟
役
員
が
補
填
し
て

続
け
て
開
催
し
て
来
て
昭
和
五
十
九

年
に
庄
司
会
長
ご
逝
去
の
後
、
小
久

保
謙

一
氏

（金
春
流
）
が
会
長
と
な

ら
れ
第
二
十
二
国
の
開
催
の
寸
前
に

又
急
逝
さ
れ
る
と
い
う
云
う

一
年
の

間
に
お
二
人
の
会
長
を
失

っ
た
連
盟

は
新
た
な
試
練
に
遭
遇
し
た
。
幸

い

新
会
長
に
新
堀
豊
彦
氏

（宝
生
流
）

の
ご
快
諾
を
頂
き
清
新
な
気
持
で
各

役
員
が
力
を
併
せ
て
第
二
十
三
日
よ

り
第
二
十
八
回
ま
で
続
け
る
事
が
出

来
た
事

は
多
く

の
能
を
愛
す
る
方

々
、
連
盟
関
係
者
、
並
び
に
行
政
の

皆
様
の
ご
奉
仕
と
古
典
芸
能
の
普
及

発
展
の
為
に
ご
尽
力
を
頂
い
た
賜
物

と
改
め
て
感
謝
申
し
あ
げ
た
い
。

第

一
回
よ
り
第
二
十
八
回
迄
長

い

間
に
は
何
日
と
な
く
開
催
不
能
か
と

思
わ
れ
る
時
が
あ

っ
た
が
苦
難
を
の

り
越
え
て
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ

て
継
続
さ
れ
て
き
た
。

小
久
保
会
長
の
急
逝
に
よ
り
新
堀

会
長
を
中
心
と
し
て
活
発
な
歩
み
と

連
盟
の
強
化
充
実
、
会
員
制
度
の
確

立
、
市
、
県
、
ご
当
局
の
補
助
金
等

の
増
額
、
横
浜
能
楽
堂
も
実
現
の
運

び
と
な

っ
た
事
は
連
盟
に
連
な
る
方

々
の
熱
意
の
賜
物
で
あ

っ
た
と
考
え

Ｚや
。

構

震

驚

の

農

蕃

流

の

修

鰊

醸
副
島

為

安
　
齢
辮
議
任
理
事

桜
間
弓
川
師
門
下

の
塚
原
実
氏

と
、
一品
瀬
寿
美
之
師
門
下
の
小
川
雅

雄
氏
が
横
浜
能
初
期
の
金
春
流
の
ま

と
め
役
で
し
た
。
昭
和
初
期
、
本
圏

秀
男
師
は
戸
部
裁
縫
女
学
校
で
、
高

瀬
寿
美
之
師
、
守
屋
与
四
巳
師
は
古

河
電
工
横
浜
工
場
で
、
先
々
代
家
元

金
春
栄
治
郎
師
、
現
家
元
金
春
信
高

師
は
東
芝
川
崎
で
指
導
に
当
た
ら
れ

ま
し
た
Ｇ

現
在
横
浜
在
住
の
守
屋
師
は
少
年

時
代
よ
り
桜
間
弓
川
師
の
内
弟
子
と

し
て
修
業
し
た
人
で
、
昭
和
四
十
二

年
に
重
要
無
形
文
化
財
総
合
指
定
、

日
本
能
楽
会
々
員
と
な
ら
れ
、
金
春

会
で
の
演
能
の
他
に
古
河
電
工
、
横

浜
市
役
所
、
東
芝
川
崎
、
鶴
見
な
ど
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で
同
好
会
の
指
導
に
当
ら
れ
、
金
春

流
神
奈
壇
聯
合
会
を
行

い
、
県
内
在

住
同
好
者
の
交
流
を
は
か
り
、
現
在

金
春
会
内
で
は
長
老
の

一
人
と
な

っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

同
師
は
横
浜
能
に
第

一
回
よ
り
本

年
ま
で
殆
ど
毎
年
、
仕
舞

。
舞
囃
子

・
能
等
に
出
演
し
て
お
ら
れ
ま
す
Ｇ

横
浜
能
は
第
四
回
迄
桜
間
弓
川
師

が
舞
囃
子
を
、
以
後
第
十
五
回
ま
で

守
屋
与
四
巳
師
が
舞
囃
子
を
、
そ
の

間
第
六
回

（開
港
百
年
記
念
能
）
に

桜
間
竜
馬
師
が
舟
弁
慶
の
能
を
、
第

九
国

に
守
屋
師
が
阿
漕

の
能
を
勤

め
、
第
十
六
回
溝
経

（写
真
参
照
）

よ
り
第
二
十
二
回
ま
で
は
毎
年
能
を

演
じ
て
お
ら
れ
ま
す
。

な
お
御
子
息
の
泰
利
師
は
金
春
流

職
分
と
し
て
、
五
八
年
道
成
寺
を
披

か
れ
た
ほ
か
、
自
宅
並
び
に
久
良
岐

教
室
な
ど
で
、
仕
舞
や
新
人
の
養
成

に
当
た

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
他

に
昭
和
五
十
八
年
よ
り
桜
問
金
太
郎

師
指
導
の
も
と
に
横
浜
桜
間
会
が
発

足
し
て
い
ま
す
。

『幽
甕
』
鍾
つ
輛
て

⑬

竹

村

洋

子

　

襲
辮
舗
任
幹
事

横
浜
に
能
楽
堂
が
出
来
る
…
…
と

い
ふ
諸
先
輩
の
熱
気
の
中
に
ゐ
て
久

し
い
。
〈
二
饉
玄
」
の

一
号
が
発
刊
さ

れ
る
と
い
ふ
。
能
を
愛
す
る
人
々
の

こ
こ
ろ
が
花
を
開
か
せ
や
う
と
し
て

ゐ
る
。
ヨ
コ
ハ
マ
が
成
長
し
て
ゆ
く

そ
の
速
度
の
中
に
古
今
東
西
の
美
し

い
も
の
を
蒐
め
て
自
身
の
血
肉
と
成

し
て
い
る
よ
ろ
こ
び
を
感
じ
る
と
云

へ
ば
大
袈
裟
に
な
る
だ
ら
う
か
。
横

浜
に
於
い
て
は
流
派
を
超
え
た
活
動

が
極
く
自
然
に
在
り
自
流
に
こ
だ
わ

ら
な

い
大
ら
か
な
気
風
が
特
徴
と

な

っ
て
ゐ
て
会
員
の
規
睦
も
殊
の
他

和
や
か
で
あ
る
こ
と
が
素
晴
ら
し

い
。昔
、
表
の
路
を
謡

い
乍
ら
歩
く
人

が
ゐ
た
。
得
も
云
は
れ
ぬ
節
と
声
の

さ
わ
や
か
さ
…
…
は

っ
と
し
て
外
に

出
た
が
す
で
に
人
影
は
な
か
っ
た
。

″横
浜
は
凄

い
〃
と
い
ふ
思
ひ
が
永

く
胸
に
点

っ
て
行
手
を
明
る
く
し
て

く
れ
て
ゐ
る
。

横
浜
は
楽
し
い
。
今
は
亡
き
飯
田

九

一
師
が
話
し
て
く
れ
た
こ
と
が
あ

る
。
夜
釣
の
時
近
く
の
人
影
が
ず

っ

と
ぶ
つ
ぶ
つ
呟
い
て
い
る
…
…
そ
れ

は
佐
藤
惣
之
助
だ

っ
た
。
酒
に
な

っ

て
梯
子
を
朝
ま
で
し
た
、
と
か
。
背

の
高

い
村
井
米
子
さ
ん
に
父
弦
斉
の

話
を
バ
ス
旅
行
で
Ｌ
な
り
合
せ
で
聞

い
た
こ
と
も
な
つ
か
し
い
Ｇ
世
界
の

蝶
を
恋
人
に
し
て
ゐ
る
新
堀
会
長
の

前
の
会
長
庄
司
先
生
は
お
馬
流
し
の

袴
姿
が
印
象
深

い
。
藁
と
は
云

へ
走

水

へ
去

っ
て
ゆ
く
姿
は
哀
し
い
詩
の

一
節
の
趣
が
あ
る
。
数
多
の
先
人
に

よ

っ
て
培
わ
れ
た
横
浜
の
文
化
の

一

つ
の
華
と
し
て

一‐幽
玄
」
の
第

一
号

が
出
る
。
喜
多
流
の
先
輩
の
坂
本
寿

氏
の

一
周
忌
に
こ
の
稿
の
話
を
頂
い

た
の
も
不
思
議
な
気
が
す
る
。
肥
沃

な
上
に
紅
の
芽
を
出
し
て
先
人
達
の

想
を
根
と
し
て
こ
れ
か
ら
の
人
々
が

葉

を
広

げ
枝

を
伸

ば

し

て
ゆ
く

…
…
。
久
良
岐
舞
台
を
下
さ

っ
た
宮

越
賢
治
氏
も
こ
の
発
展
振
り
を
天
上

よ
り
見
て
居
ら
れ
る
だ
ら
う
。

舷
し
い
横
浜
の
文
化
は
能
と
い
ふ

古
典
を
確
り
と
組
み
込
ん
で
発
展
し

て
ゆ
く
。
神
奈
川
新
聞
社
も
Ｔ
Ｖ
Ｋ

も
過
酷
な
日
々
の
作
業
の
中
で
常
に

そ
の
舵
の
方
向
を
平
和
と
文
化
に
向

か
っ
て
荒
波

と
斗

っ
て
い
る
。
「麟

玄
」
も
緑
陰
と
な
り
炉
端
と
な
り
縁

あ
る
人
々
の
よ
す
が
と
し
て
花
を

つ

け
実
を
結
ん
で
港
ヨ
コ
ハ
マ
の
短
き

の

一
つ
の
星
に
な
る
だ
ら
う
。
そ
の

星
に
佳

い
香
り
と
初
々
し
さ
が
い
つ

ま
で
も
あ
り
ま
す
こ
と
を
．

憲
漢
地
区
に
お
け
る

『金
剛
流
』
の
紹
介

◎
檬

闘
壽

霧
　

齢
鋼
飾
任
理
事

金
剛
流
…
関
東
地
区
で
は
馴
染
み

は
少
な

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
の
で
、

「幽
玄
」
の
初
版

と

い
う

こ
の
機
会

に
、
京
浜
地
区
に
お
け
る
″金
剛
流
″

の
現
況

の
紹
介
を
さ
せ
て
戴
き
ま

す
。回

『東
京
金
剛
《こ

『金
剛
流
三
二
世
宗
家
…
金
剛
右

京
先
生
』
が
、
昭
和
十

一
年
二
月
に

亡
く
な
ら
れ
、
宗
家
が
京
都
に
移

っ

て
か
ら
は
、
東
京
で
は
故
奥
野
達
也

師
が
唯

一
人
で

（他
に
も
仲
間
は
い

た
が
他
流
に
移
ら
れ
た
）
弟
子
の
育

成
に
勤
め
ら
れ
金
剛
流
と
し
て
の
東

京
に
お
け
る
牙
域
を
守
り
、
演
能
を

す
る
た
め
の
団
体
と
し
て
、
そ
の
糧

歩
を
固
め
ら
れ
、
現
在
で
は
京
都
か

ら
移
ら
れ
た
豊
島
訓
三
師
の
他
に
故

奥
野
達
也
師
の
直
弟
子
で
あ
る
圏
村

信

一
郎
師
を
は
じ
め
多
数
の
能
楽
師

が
所
属
し
て
お
り
ま
す
。

麟

『
石
＝
轟
金
剛
会
』

故
奥
野
達
也
師
が
戦
前
に
石
川
島

播
磨
重
工
開
に
在
籍
さ
れ
て
い
た
と

こ
ろ
か
ら
、
社
内
に
は
そ
の
師
の
薫

陶
を
受
け
ら
れ
た
先
輩
諸
氏

経
よ

り
、
会
社
の
文
化
会
の
中
の
サ
ー
ク

ル
の

一
つ
と
し
て
金
剛
流
の
謡
曲
部

が
誕
生
し
、
そ
の
中
か
ら
師
範
も
多

数
輩
出
し
、
現
在
で
は

『東
京
金
剛

会
』
で
開
催
さ
れ
る
金
剛
流
の

『例

会
能
』
そ
の
他
の

『演
能
」
に
は
、

数
多
く
の
所
縁
の
先
生
方
が
出
演
を

し
て
お
り
ま
す
。

翻

『横
浜
金
副
会
』

昭
和
三
十
八
年
に
横
浜
の
磯
子
に

石
川
島
播
磨
重
二
の
横
浜
工
場
進
出

と
と
も
に
転
勤
し
て
き
た
数
名
の
同

好
者
か
ら
始
ま
り
そ
れ
が
次
第
に
数

十
名
に
も
の
ぼ
る
勢

い
と
な
り
、
金

剛
流
の
謡
曲

，
仕
舞
等
の
稽
古
に
励

ん
で
参
り
ま
し
た
。

昭
和
六
十
三
年
横
浜
能
楽
連
盟
会

長
の
新
堀
豊
彦
氏
の
勧
誘
を
い
た
だ

さ
仲
間
入
り
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
期
に
開
か
れ
た

『横
浜
金

剛
会
』
と
し
て
特
徴
あ
る
、
金
剛
流

の
謡
曲

‘
仕
舞
を
趣
味
と
す
る
流
友

を
市
民
の
皆
様
か
ら
求
め
て
お
り
ま

す
。

」諄
勁輔
詳
Ｊ轄
襲
躙
騨
輔
紺鰹
魏欄
ψ
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鷲
腱
麟

横
浜
能
楽
連
盟

編
集
部

機
磯

我
々
の
大
先
輩
は
、
実
に
明
治
二

十
五
年
六
月
、
横
浜
伊
勢
由
に
能
楽

堂
を
建
設
し
、
市
民
に
各
流
の
能
を

見
せ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
ま
こ
と
に
残
念
な
か
ら
、

そ
の
舞
台
は
大
二
十
二
年
の
関
東
大

震
災
に
よ

っ
て
焼
失
し
た
。

そ

の
後
復
興

の
動

き
は
あ

っ
た

が
、

つ
い
に
能
楽
堂

の
形
と
な

っ
て

は
み
の
ら
ず
、
伊
勢
佐
本
町
の
野
沢

屋

（現

。
横
浜
松
坂
屋
）
に
特
設
舞

台
が
設
け
ら
れ
、
毎
年
正
月
労
頭
、

全
国
に
さ
き
が
け
て
、
五
流
揃

っ
て

の
日
数
能
が
催
さ
れ
、
能
楽
界
に
話

題
を
呼
ん
だ
と
い
う
。

し
か
し
第
二
次
大
戦
は
、
そ
の
横

浜
に
お
け
る
伝
統
文
化
伝
承
の
灯
を

い
っ
た
ん
消
滅

さ
せ
た

の
で
あ

る

が
、
横
浜
の
根
強

い
能
フ
ァ
ン
、
謡

瀧
愛
好
者
の
情
熱
は
、
戦
後
ま
も
な

く
、
中
村
桃
山

（横
浜
能
楽
連
盟
初

代
会
長
）
氏
の
盛
力
に
よ

っ
て
、
再

び
よ
み
が
え
り
、
昭
種
二
十
三
年
七

月
十

一
日
、
ま
だ
荒
廃
の
ど
ん
底
に

あ

っ
た
横
浜
で
、
「横
浜
能
楽
謡
曲
連

明
置
と
し
て
新
発
足
し
た
の
で
あ
る
。

場
所
は
当
時
数
少
な
か
っ
た
料
亭
、

西
区
紅
葉
坂
の

「
お
し
ろ
」
で
あ

っ

た
。
（現
在
で
は
こ
の
場
所
は
公
団
住

宅
の
ビ
ル
に
な

っ
て
い
る
）

翌
二
十
四
年
、
二
十
五
年
の
両
年

は
、
各
流
派
素
人
衆
の
競
演
に
よ
る

コ
ン
タ
ー
ル
形
式
の
謡
曲
大
会
が
催

さ
れ
た
。
こ
れ
が
契
機
と
な
り
、
第

一
回
横
浜
能
が
中
区
長
者
町
五
丁
目

に
あ

っ
た
国
際
文
化
会
館
（ド
レ
メ
）

の
仮
設
舞
台
で
、
三
日
間
に
渡

っ
て

行
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
が
、
二

十
八
年
の
こ
と
で
あ

っ
た
ｃ
市
教
育

委
員
会

の
社
会
教
育
課

の
全
面
的

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

（遠
藤
要
同
課
長
）

に
よ

っ
て
、
横
浜
文
化
祭
特
別
参
加

を
め
い
う
ち
、
当
時
、
観
世

・
宝
生

の
超

一
流
の
シ
テ
方
が
出
演
さ
れ
、

ス
タ
ー
ト
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
大

舞
台
で
あ

っ
た
。

第
二
回
横
浜
能
は
、
翌
二
十
九
年
、

神
奈
川
会
館

（そ
れ
も
今
日
で
は
と

り
こ
わ
さ
れ
て
存
在
し
な
い
。
神
奈

川
公
理
内
の
ホ
ー
ル
）
で
、
初
日
「能

。
狂
言
の
し
る
べ
」
釜
由多

・金
春
の

舞
囃
子
、
宝
生
の
映
一国
「獅
子
の
座
」

な
ど
）
、
第
二
日
が
梅
若
の
能
二
番
、

第
二
日
目
が
各
流
素
人
の
合
同
謡
曲

と
仕
舞
の
回
、
第
四
日
目
が
、
観
世

の
能
二
番
と
い
う
、
四
日
間
に
及
ぶ
、

ま
さ
に
大
会
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い

も
の
で
あ

っ
た
。

昭
和
三
十
年
、
神
奈
川
県
立
音
楽

堂
が
紅
葉
ケ
丘
に
竣
工
す
る
と
、
第

二
回
以
降
は
、
し
ば
ら
く
定
着
し
、

第
二
十
五
回
横
浜
能
ま
で
、
こ

ゝ
で

行
わ
れ
た
。
二
十
六
爾
以
降
は
お
隣

り
の
県
立
青
少
年
ホ
ー
ル
の
方
が
、

能
の
舞
台
が
し
つ
ら
え
易
い
構
造
で

同
時
に
敷
舞
台
を
同
ホ
ー
ル
が
備
え

た
た
め
、
三
十
四
回
ま
で
、
同
ホ
ー

ル
を
利
用
し
て
行
わ
れ
た
。

た
ゞ
第
二
十
回
の
記
念
能
は
、
県

民
ホ
ー
ル
で
二
部
に
わ
け
て
盛
大
に

行
わ
れ
た
こ
と
も
特
記
す
べ
き
で
あ

ス
イ
つ
。
三
十
五
国
か
ら
は
、
新
た
に
横
浜

市
市
民
文
化
会
館

。
関
内
ホ
ー
ル
に

移
り
、
同
ホ
ー
ル
の
共
催
事
業
に
も

な
り
、
ま
た
社
会
教
育
課
か
ら
、
教

育
文
化
セ
ン
タ
ー
文
化
事
業
課

へ
所

管
が
か
わ
り
、
神
奈
川
芸
術
祭
参
加

と
い
う
形
で
、
横
浜
市
、
神
奈
川
県

の
全
面
的
御
協
力
を
頂
き
今
日
に

至

っ
た
の
で
あ
る
。

横
浜
能
は
本
年

（平
成
二
年
）
実

に
三
十
八
回
目
の
演
能
を
迎
え
る
に

至

っ
て
い
る
が
、
か
つ
て
中
村
桃
山

氏
の
描
い
た
、
横
浜
に
お
け
る
能
楽

フ
ア
ン
の
線
集
と
し
て
の
横
浜
能
楽

連
盟
は
、
そ
の
存
在
基
盤
が
弱
く
、

ま
し
て
や
、

い
よ

い

よ
念
願
の
、

「横
浜
能
楽
堂
」
の
建
設
が
本
格
化

し
、
平
成
六
年
ま
で
に
は
実
現
す
る

見
通
し
に
な

っ
た
今
日
、
「横
浜
能
」

だ
け
で
は
連
盟
と
し
て
あ
ま
り
に
も

消
極
的
運
営
に
過
ぎ
る
と
い
う
こ
と

チ、
四
年
前
か
ら
、
「，五
流
謡
曲
大
会

一

を
復
活
さ
せ
、
素

人
Ω
競
演
会
を
催

す
こ
と
に
よ

っ
て
各
流
の
連
帯
感
を

強
化
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

ま
た
丁
度
こ
の
間
、
「官
越
記
念
・

久
良
岐
能
舞
台
」
が
市
に
よ
っ
て
整

備
さ
れ
（昭
和
六
十
三
年
）
、
同
舞
台

の
運
営
委
員
会
の
企
画
で
、
様
々
な

催
し
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
も
な

っ

た
。
さ
ら
に
、
「
よ
こ
は
ま
薪
能
寅
山

下
公
園

・
市
国
際
観
光
協
会
）
、
一‐掃

部
山
薪
能
」
（西
区
）
な
ど
が

「能
」

に
対
す
る
新
し
い
関
心
を
市
民
の
中

に
生
ぜ
じ
め
、
「能
面
」
を
　
う

つ
」

グ
ル
ー
プ
も
出
来
、
能
面
展

（作
品

展
）
が
し
ば
し
ば
開
催
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
て
、
ま
さ
に
、
「能
」
の
静
か

な
る
ブ
ー
ム
を
裏
づ
け
る
よ
う
な
、

活
動
が
横
浜
市
内
で
盛
り
上
が

っ
て

来
た
。
そ
こ
で
本
連
盟
は
、
平
成
元
年
五

月
、
組
織
強
化
の
た
め
に
、
新
し
い

規
約
を
制
定
し
、　
一
大
転
機
を
は
か

る
と
同
時
に
、
市
内
の
愛
好
者
の
大

同
団
結
を
目
指
し
、
名
実
共
に
日
本

最
大
の
愛
好
者
団
体
と
し
て
新
た
な

る
前
進
を
は
じ
め
よ
う
と
し
て

い

る
。
（写
真
は
、
一二
十
二
回
横
浜
能
で

五
代
会
長
就
任
挨
拶
）

そ
れ
は

「能
楽
堂
」
の
完
成

へ
向

け
て
、
ま
た
、
そ
の
運
営
面
に
お
け

る
最
大
限
の
協
力
を
目
途
し
て
の
新

し
い
歴
史

へ
の
出
発
で
も
あ
る
。

∧
参
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昭
和
四
十
三
年
十

一
月

横
浜
文
化
賞
（団
体
）

受
賞

平
成
元
年
六
月

横
浜
市
長
賞
（団
体
）

受
賞

初
代
会
長
　
中
村
桃
出

（観
世
）

二
代
会
長
　
新
堀
源
兵
衛
（宝
生
）

三
代
会
長
　
庄
司
清
夫
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世
流

梅
若
会
）

四
代
会
長
　
小
久
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謙

一
（金
春
）
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代
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生
）
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